[bookmark: _GoBack]様式第3号(第15条関係)　　　　　　　　　　　　　　　　児童クラブ入会選考基準指数表

　　入会申請児童名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　下記の項目のうち、備考の記載に注意のうえ、該当するところに、1か所のみ○を記入してください。

　　◎　基本指数表(保護者の状況)　　　　※ひとり親家庭は、就労時間にかかわらず2を選択してください。
	番号
	種別
	保護者の状況(同居の親族その他の者が保育をすることができない場合)
	記入欄
(ひとり親は2倍)

	
	
	細目
	

	1
	就労
	　土・日を除く月20日以上又は週5日以上の就労
	就労終了時刻が17時以降
	

	
	
	
	就労終了時刻が16時以降17時未満
	

	
	
	
	就労終了時刻が15時以降16時未満
	

	
	
	
	就労終了時刻が15時未満
	

	
	
	　土・日を除く月16日以上20日未満又は週4日以上の就労
	就労終了時刻が17時以降
	

	
	
	
	就労終了時刻が16時以降17時未満
	

	
	
	
	就労終了時刻が15時以降16時未満
	

	
	
	
	就労終了時刻が15時未満
	

	
	
	　土・日を除く月12日以上16日未満又は週3日以上の就労
	就労終了時刻が17時以降
	

	
	
	
	就労終了時刻が16時以降17時未満
	

	
	
	
	就労終了時刻が15時以降16時未満
	

	
	
	
	就労終了時刻が15時未満
	

	
	
	　土・日を除く月12日未満又は週3日未満の就労
	

	2
	ひとり親家庭等
	離婚(離婚調停中を含む。)・死亡・行方不明・未婚・拘禁・別居・長期単身赴任等
(単身赴任は勤務証明にて証明できる場合に限る。)
	

	3
	出産
	　出産前後の休養のため保育をすることができない場合(産前産後ともに8週ずつの期間)
	

	
	疾病
	　入院中・入院予定者(概ね1か月以上)
	

	
	
	居宅内療養
	　常時病臥
	

	
	
	
	　精神性　　：精神障害者保健福祉手帳3級程度以上
	

	
	
	
	　　　　　　：上記以外の程度
	

	
	
	
	　一般療養　：安静を要する状態
	

	
	
	
	　　　　　　：通院加療を要する状態
	

	
	障がい
	　身体障害者手帳1・2級(聴覚障害3級を含む)に相応する者、精神障害者保健福祉手帳1級～3級に相応する者又は療育手帳の交付を受けている者で、かつ保育が困難な場合
	

	
	
	　身体障害者手帳3級(聴覚障害4級以下を含む)に相応し、保育が困難な場合
	

	
	
	　身体障害者手帳4級～6級に相応し、保育が困難な場合
	

	4
	介護・看護
	施設等付添
	　週5日以上，週30時間以上の付添い
	

	
	
	
	　週5日以上，週25時間以上の付添い
	

	
	
	
	　週5日以上，週20時間以上の付添い
	

	
	
	
	　週4日以上，週24時間以上の付添い
	

	
	
	
	　週4日以上，週20時間以上の付添い
	

	
	
	
	　週4日以上，週16時間以上の付添い
	

	
	
	自宅介護
	　重度障がい者等の全介護
	

	
	
	
	　常時観察と介護(食事・排泄・入浴の介護)を必要とする場合(全介護を除く)
	

	
	
	
	　上記以外の場合
	

	5
	災害
	　災害等による家屋の損傷，その他の災害復旧のため，保育をすることができない場合
	

	6
	その他
	就学
	　学校教育法に定める学校、就職に必要な技能習得のため職業訓練施設等に通学している場合
	

	
	
	虐待・DV
	　市長が特に保育(保護)が必要と認める場合
	※

	
	
	その他
	　市長が特に保育が必要な状態であると認める場合
	※


備考　(1)本表の適用にあたっては、まず保護者ともに1～6のいずれかに該当しているかを確認し、基本指数を合計する。
　　　　(児童クラブ利用の主たる理由を1～6までのうち、1つ選択する。※1～6の重複選択は不可)
　　　　次に調整指数の該当事項(裏面)を加算又は減算し、総選考指数を算出する。入会決定は、総選考指数が高い児童からとする。
　　　　なお、合計指数が同じ場合は、優先順位及び家庭状況等を考慮して決定する。
　　　(2)就労終了時刻は，残業時間を含まない時間とする。
　　　(3)上記表に当てはまらない場合については、聞き取り等を実施し、総合的に勘案し、指数を決定するものとする。
　　　(4)6その他「※」については、当該児童・世帯の状況に応じて別途判断する。
　　　(5)基本指数は、保護者からの申込みに基づき必要な書類が提出された場合に適用する。
　　　　なお、提出書類確認のため、市が世帯状況等調査する場合がある。
	※東温市長及び市長が指定する者が入会選考の確認を行うに当たり、申請者の世帯状況及び所得状況、各種手当受給状況等を閲覧することに同意します。また、提出書類の内容に虚偽があったときは、児童クラブの利用を取消されても異議申し立てをいたしません。

(保護者氏名)　　　　　　　　　　　　　(続柄)　　　　　　　　　　　　　


(裏面へ続く)

　　　下記の項目のうち、備考の記載に注意のうえ、該当するところ全てに○を記入してください。
◎　調整指数表
	区分
	記入欄

	児童の状況
	児童の学年
(※加入年度4月1日時点。以下、同じ)
	　　1年生
	

	
	
	　　2年生
	

	
	
	　　3年生
	

	
	
	　　4年生
	

	
	
	　　5年生
	

	
	
	　　6年生
	

	
	習い事等で休む日が週2日以上ある
	

	児童虐待及び養育放棄等
(要保護児童対策地域協議会が関わる緊急を要する世帯)
	　　1～3年生
	

	
	　　4～6年生
	

	生活保護世帯
(就労による自立支援につながる場合)
	　　1～3年生
	

	
	　　4～6年生
	

	ひとり親家庭
(同居の監護できる者がいない場合)
※同居とは、世帯分離・2世帯住宅・離れ住宅を含む。
(以下、同じ)
※生活保護世帯かつひとり親家庭の場合は、生活保護世帯の点数のみ加点する。
	　　1～3年生
	

	
	　　4～6年生
	

	65歳以上の同居の祖父母

※　1　　　　　　　　　　
	祖父母の両方が、就労等あり
※就労等とは、就労・死亡・介護・要介護・疾病とする。
(以下、同じ)
	

	
	祖父母の一方が、就労等あり
	

	
	祖父母の両方が、就労等なし
	

	65歳以上の同一小学校区内(別居)の祖父母

※　1　　　　　　　　　　
	祖父母の両方が、就労等あり
	

	
	祖父母の一方が、就労等あり
	

	
	祖父母の両方が、就労等なし
	

	65歳未満の同居の祖父母の両方が、就労等なし　※　2
	

	65歳未満の同居の祖父母の一方が、就労等なし　※　2
	

	65歳未満の同一小学校区内(別居)の祖父母の両方が、就労等なし
	

	65歳未満の同一小学校区内(別居)の祖父母の一方が、就労等なし
	

	自営業を営み、保護者が居宅内就労(自宅にて勤務を行う)をしている
	

	放課後児童クラブ利用料の滞納がある世帯(きょうだいの分を含む)
	申請不可

	市記載欄
	合計
	1～6の基本指数の合計点数　※基本指数の重複選択は不可
	

	
	調整指数
	調整指数の合計点数
	

	
	総選考指数
	合計＋調整指数
	


備考　※　　父方母方両方の祖父母がいる場合は、自宅から近い方の一方について記入すること。
　　　※　　継続申請児童は、当該児童・家庭の状況について当該クラブからの聞き取り調査を行うことをご了承ください。
　　　※　1　祖父母の一方が65歳未満であれば片方が65歳以上であっても「65歳未満」の世帯として記入すること。
　　　※　2　この欄に記入がある場合は、詳細な聞き取りを行うことをご了承ください。

◎　基本指数及び調整指数の合計が同位の場合は、次の優先順位で入会決定をするものとする。
	優先順位
	児童または世帯の状況
	備考

	1
	虐待・DV等のおそれがある
	社会的養護が必要な世帯

	2
	低学年
	学年が低い者を優先

	3
	ひとり親家庭(他に監護者がいない場合)
	母子・父子・不存在

	4
	世帯の経済状況
	生活保護世帯・住民税非課税世帯

	5
	前年度の平日における出席日数が多い児童
	

	6
	希望クラブにきょうだいが利用している又は同時に申し込む場合
	

	7
	育児休業復帰
	

	8
	調整指数を含まない基本指数の高い児童
	

	9
	就学前のきょうだいがいる児童
	

	10
	継続申請児童
	前年からの継続入会児童を優先


※上記によっても決まらない場合は抽選とする。
◆申請書その他提出書類の記載内容に事実と相違することが判明した場合には、入会承諾しません。
　また、入会承諾後であっても、事実と相違することが判明した場合には入会承諾を取消します。
